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午前１０時００分 開議

◎開議宣告

○議長（古舘繁夫君） おはようございま

す。

ただいまの出席議員は１３名であります。

定足数に達しておりますので、これから平

成２３年第５回美幌町議会定例会第２日目の

会議を開きます。

─────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（古舘繁夫君） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１１８条の

規定により、３番早瀨仁志さん、４番柏葉久

子さんを指名いたします。

─────────────────────

◎諸般の報告

○議長（古舘繁夫君） 諸般の報告を行いま

す。

諸般の報告は、事務局長から報告させま

す。

○事務局長（高坂登貴雄君） 諸般の報告を

申し上げます。

本日の会議につきましては、お手元に配付

しております議事日程のとおりであります。

朗読については、省略させていただきま

す。

次に、地方自治法第１２１条の規定に基づ

く出席説明員につきましては、第１日目と同

様でありますので御了承願います。

なお、大原議員、体調不良のため本日欠席

の旨、届け出がありました。

以上で諸般の報告を終わります。

─────────────────────

◎日程第２ 一般質問

○議長（古舘繁夫君） 日程第２ 一般質問

を行います。

昨日に引き続き、通告順に発言を許しま

す。

１０番宗像密琇さん。

○１０番（宗像密琇君）〔登壇〕 ４年ぶり

ですので、ひとつよろしくお願い申し上げま

す。

さきに通告してございますけれども、大き

く二つ、一つには行政運営について、そのう

ちの一つ、組織機構の見直しについてでござ

います。二つ目には人材育成について。

大きく二つ目には福祉行政について、介護

福祉の充実についてお尋ね申し上げます。

最初に、組織機構の見直しについてでござ

いますが、組織の見直しとして町ではグルー

プ制を導入しております。しかしながら、眺

めてみますと、どうにも効果が出ているよう

にも思いません。このグループ制をしこうと

思ったときの当初の考え方はどうだったの

か、また、その機能が今十分に生かされてい

るのかどうなのかをお尋ねいたします。

二つ目には、人材育成についてでございま

す。

人材育成については、これはいつも話題に

なります。なぜかと申しますと、本当に町民

の一番は窓口でございます。町民は厳しい目

で見ていると思いますが、現実にはそうでは

ないのです。お医者さんにかかるときにお医

者さんの対応はどうかと、この程度のことで

困って窓口に相談に行ったらこういう対応を

されたと。果たしてその対応の態度とか、そ

ういうことで住民の中の声が、一体職員はど

うなっているのかなと。このようなことで、

きょうは伺ってまいりたいと思います。

なおかつ、我々議員も、今回の自治基本条

例の中においても、住民からの負託を受けて

きちんとやりなさいということで、この自治

基本条例の中に、または議員必携の中にもう

たわれているような質の向上、この今回の自

治基本条例をもとに再び自分たちに振り返っ

てみて、もう一度、議員はどうあるべきかを

考え直そうと、今、鋭意議論をしている最中

でございます。

同時に職員の方々も、この自治基本条例の

中では厳しくうたってございます。その中身

を中心として、どのように人材育成に取り組

んでいるのか、これをお伺いしてまいりたい
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と思います。

福祉行政についてでございますが、私、選

挙中、常に申し上げてきましたことは、この

福祉ばかりではなくて、我々の生きている社

会においては我慢のできることと我慢のでき

ないことがあると。また、待っていられない

ものと待てるものと、これがあると思うので

すが、この介護というのは私も多少は経験ご

ざいますが非常に大変なことです。これは、

私は一日も待てないと判断しているわけで、

この介護福祉の充実をどうしていったらいい

のかなということを鋭意勉強してきました

が、なかなか大変な仕事でございまして、行

政を担っている皆さん方も本当に介護福祉計

画などをつくりまして努力していることは十

分わかるのですが、一応、３期計画を読ませ

ていただきました。また、今現在進んでいる

４期計画、それに、既にもう始まろうとして

いる５期計画の策定に向けた作業も今進んで

いるように伺っております。

住民アンケートの調査結果を見ますと、ま

さに住民の声は悲鳴を上げているなと、こう

いうアンケートの内容を読ませていただきま

した。そこで、住民の単純なアンケートのよ

うに思いますが、このアンケートの中に住民

の声がぎっしりと詰まっているわけで、これ

をこの計画の中にかなり盛り込んでありま

す。しかしながら、確かにこの計画を進めて

いくには予算措置が大事なことになってきま

す。また、この予算措置をするために、この

計画書をつくったといってもいいでしょう。

そうしなければ、国のほうも財源措置をして

くれないということで、我が町はこういう計

画を立てているのでひとつお願いしたいとい

う気持ちもよくわかります。

そこで、今回私がお尋ねしている中の一つ

としては、その声の中から何か一つ足りない

ものがあるなと思ったのが、マンパワーの育

成でございます。施設をつくっても、民間企

業の方が一生懸命努力しても、今回の一般質

問の中にもありましたように、３分の１が高

齢者です。その中で、ややもしなくても、も

うじき２人で１人を面倒見ていかなければな

らない超高齢社会に突入していくわけで、確

かに自立も大事なのですが、それに間に合わ

ないくらいに施設の必要性が迫られておりま

す。

ところが、施設をふやしても、マンパワー

がなければ介護はできないわけで、現在３人

に１人というような形で一生懸命介護をされ

る方は努力をしているわけですけれども、ま

だまだ足りないと。そういうことで、このマ

ンパワーの育成に対してどのようなお考えが

あるのか、これを質問してまいりたいと思い

ますが、前もって申し上げておきますが、こ

のマンパワー育成と人材育成、これは同時に

重なる部分も出てきますので、その辺もまた

御了承いただきまして、御質問にお答えいた

だければありがたいと思いますが、よろしく

お願い申し上げます。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 宗像議員の

質問にお答えをいたしたいと思います。

行政運営について、組織機構の見直しにつ

いてでありますが、行財政改革の推進による

職員数の抑制に努めていく中で、地方分権に

伴う国及び道からの権限移譲などによって、

職員個々の業務量が増大し、限られた人員で

町民サービスに迅速に対応し、行政サービス

を提供していくために職員一人一人が職場内

でグループ制を意識しながら、事務等で協力

できるものをお互いに協力し合い、最少の経

費で最大の効果を上げる行政組織という行政

運営の基本原則に基づいた試行の実施を行

い、効率的で柔軟な組織体制として、平成１

８年４月から課・係制を廃止してグループ制

が導入されたところであります。

導入当初は、グループ制の名称が長過ぎて

わかりづらい、従来の課・係のほうが町民に

わかりやすい。さらには、執務室が別の場所

のためグループ制の利点が生かされていない

などのさまざまな課題が出され、その都度検

証しながら見直しを行ってきたところであり

ます。
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グループ制導入の効果につきましては、一

時的・臨時的な事務の増加に対して、グルー

プ間での支援協力体制をとることができるな

ど、十分とは言えない部分もありますが、効

率化が図られたところであります。

グループ制を導入して５年になります。よ

うやく町民もなれ親しんできたものと思って

おります。より精度の高い機動的な組織体制

とするために、常に課題や問題点について検

証を行い、体制の見直しを行ってまいりまし

たが、今後もさらに検証を重ね、時代のニー

ズに即応した組織体制づくりに努めてまいり

たいと考えております。

行政改革の推進の一環として、定員削減の

取り組みを行っている中で、自治体は自己責

任・自己決定の原則のもと、多様化する町民

ニーズを的確にとらえ、地域の実情に応じた

行政課題に対応していくことが求められてお

ります。このような状況においてこそ、中・

長期的な視点に立った職員の人材育成に一層

力を入れることが必要であることから、平成

２２年度より職員研修に係る予算を大幅に拡

充して、職員の能力、資質の向上に向けた取

り組みのための内部及び外部講師における職

員研修、外部機関への派遣研修など、さまざ

まな職員研修を行っているところでありま

す。

本年度につきましても、窓口対応を含めた

接遇研修及び職場における通常の仕事を通じ

た上司などから行う指導や職場単位での勉強

会を初め、自治大学校、市町村職員研修セン

ター、市町村アカデミー、オホーツク町村会

などへの職員派遣研修及び外部講師を招いて

の政策形成研究会などを予定し、職員みずか

ら行う自主研修についても予算を措置したと

ころであります。

また、市町村職員研修センター、オホーツ

ク町村会が実施する指導者育成研修などにつ

いても積極的に職員を派遣して、指導者、研

修講師の養成などを行ってまいります。

今後につきましても、自治基本条例の理念

の実現に向けて積極的に職員の人材育成を推

進し、町民の視点に立って職務を公正かつ適

正に遂行し、町民との信頼関係を構築できる

職員の能力、資質の向上に向けて取り組んで

まいりたいと考えております。

次に、福祉行政について、介護福祉の充実

についてでありますが、平成１２年４月から

介護保険制度がスタートしたときに、美幌町

高齢者保健福祉計画、第１期美幌町介護保険

事業計画が策定され、３年ごとに見直しを図

りながら、現在、平成２１年度から平成２３

年度までの第４期計画が推進中であります。

美幌町高齢者福祉計画は、高齢者保険福祉

事業全般にわたる計画となり、そのうち、介

護給付等対象サービスに関する内容となる美

幌町介護保険事業計画はこれに含まれること

となり、両計画は一体のものとして策定をし

ております。

多くの高齢者は、要介護になっても住みな

れた家や地域の中で生活を継続することを望

んでおり、高齢者が身近な地域で安心して生

活するためには、住民、サービス事業者、民

間団体及び関係機関がそれぞれ役割を分担

し、連携しながら自立を支援していく必要が

あると考えております。

施設整備については、特別養護老人ホーム

緑の苑が平成２２年４月に社会福祉法人恵和

福祉会へ経営移譲され、施設の老朽化及び待

機者対策として、現在の８４床から１６床増

床し１００床とする新型特養を平成２４年４

月にオープンすることとなっております。

第４期計画が平成２３年度で終了し、第５

期計画が平成２４年度から平成２６年度の３

カ年計画としてスタートします。御質問の計

画の策定及び新たな施設などの計画について

は、保健福祉分野の基本計画である美幌町地

域福祉計画（平成２２年３月策定）の福祉の

理念を共有し、厚生労働省の介護保険事業に

係る保険給付の円滑な実施を確保するための

基本的な指針、北海道の第５期高齢者保険福

祉計画・介護保険事業支援計画作成指針、介

護保険法改正などの状況等に基づき、第４期

介護保険事業計画での介護保険給付に要する



－ 52 －

費用の動向や保健福祉施策の進捗状況などを

検証し、さらに高齢者の実態把握のアンケー

トなどを実施し、地域ニーズや課題の把握を

踏まえた計画の作成を、策定委員会を設置し

て、今後の高齢者保健福祉事業及び介護福祉

サービスの充実に向けたものとなるように策

定してまいりたいと考えております。

マンパワーの育成につきましても大変大事

なことであり、具体的な対応につきまして

は、今後予想される老人福祉施設の整備等も

あることから、関係機関等と打ち合わせを行

い、育成について最大限努力してまいりたい

と考えております。

また、介護職場がやりがいがあり、魅力の

ある仕事にするために、介護現場の処遇改善

も大切なことから、国に対して強く要望して

まいりたいと考えております。

以上、御答弁をさせていただきました。よ

ろしくお願いをいたしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） １０番宗像密琇さ

ん。

○６番（宗像密琇君） 町長の答弁は十分理

解できます。しかしながら、さらに質問をさ

せていただきたいと思います。

私は、難しいことを聞こうとは思っていま

せん。それは、私もこの４年間、外野席にお

りまして、町の役場の中にたまに用事があっ

て、税金の支払い等々用事があって役場を覗

いて、または役場にお世話になりながら来た

わけですが、どうも窓口の対応がうまくいっ

ていないのかなと。これは当然のことで、現

実には、普通の一般商店にしても、民間企業

にしても、新入社員が一人前になるためには

５年、１０年とかかるわけで、そう一長一短

に窓口の業務がスムーズにいけるとは思って

いません。

しかしながら、もしそうであるならば、方

法を変えるなり、また、正面玄関から入って

きた場合にどういうようにお客さんを受けた

らいいのか、また、お客さんと思ってくれて

いるのかどうなのか。そういうことも含め

て、一般的に役所の人と思っただけでもなか

なか思うように物もしゃべれない方もいっぱ

いいらっしゃいますし、本当に初歩的なこと

しか伺っていないのです。どこの窓口へ行っ

たらいいのか。簡単に言えば、あっちですと

かこっちですとかではなくて、こちらになり

ますとかあちらになります、手がすいている

者があれば御案内いたします、手がふさがっ

ている者がいれば、隣近所に仲間がいれば、

この方を何番まで御案内してあげてとか、こ

ういう優しいことが私は一番大事なことでは

ないかなと思っております。

ですから、たくさんのお金をかけて研修す

ればいいというものでもない。やはり、人間

として基本的なこと、それから一般商店、コ

ンビニ、デパート、どのところへ行ってもお

客さんをどう接待したらいいのか、どうお迎

えしたらいいのかということで一生懸命研修

しているようです。そういうことから考えた

場合、この２万人の人口を抱える我が町の窓

口として、どの方の御相談にも受けなければ

ならない。かといって、新しい方たちはなか

なかわからない、人事異動したらなおわから

ない。それをいかに解消していくかというの

が町長の役目ではないかなと思うのです。

それで、伺ってまいりますといろいろな研

修をされて、聞くところによりますと１００

万円ほどかけて、また、今回この答弁書にも

ありますように、またさらにお金をふやし

て、また１００万円ほどかけて約２００万円

ぐらいにするのでしょう。そうではなくて、

人事はどうあるべきかということをもう

ちょっと基本的に考えて、新しい方々には常

に異動していただいて、どこの部ではどうい

う仕事をしているのか、こういうことをつぶ

さに見ながら、その場を担当している者のレ

ポートを提出させる。行政の運営に対してど

ういうことを考えているのか、町に勤めてあ

なたはどういうことを考えているのか、住民

のいろいろな相談事に自分はどうしていきた

いのか。もし、私が町長だったらこうしたい

とか、そういうアンケート、またはレポート

をしっかり折に触れて提出させるとか、これ



－ 53 －

は私一人の考えですけれども、そういう方法

はお金のかからない方法として、これは勉強

できるのではないか。

基本的な大事なことは、それは自治大学に

行ったり、立派な方の講演を受けたりという

ことも大事なことでしょう。しかし、町民が

望んでいることは、優しく接してほしい、優

しく教えてほしい、この書類はどうやって書

いたらいいのかわからない、手をとり足をと

り教えてほしい、こういうのが単純な悩みで

はないかなと思うのです。そういうことに受

け答えできるような職員になっていただきた

いというのが町の声であります。その辺に対

して、町長どのようにお考えでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 今、御質問あったよ

うに考え方を示されましたけれども、私も基

本的には全く同じことで、日ごろ職員に言っ

ていることは、やはり職員は自信と誇りと勇

気を持って住民の皆さんと向かい合ってほし

いと。私自身、町民の皆さんに訴えてきたこ

とは、この町にスタンスを置いて町民の皆さ

んと向かい合うことからまちづくりは始まる

のだと。職員も、サポーター制度を含めて、

机に座って後ろのほうにいて町民の方に来て

いただく、そのことを待っていてはだめだと

いうことは日ごろから言っております。

また、新しくこの美幌町役場に勤めた方

は、多分、ほかの民間企業と違うところは、

宣誓書というものを提出させております。そ

れは何かというと、全体の奉仕者という意

識、この中で誠実かつ公正に執務を執行する

ということの約束事をして、この町の職員と

して仕事をしているということであります。

圧倒的多数の職員は、それは勤勉にやって

いただいていると、私はそのように思ってお

ります。ただ、一部できない職員が、全体を

できないというようなとらえ方をされること

は、まことにつらい思いでありますけれど

も、議員おっしゃるとおり、役場に町民の方

が来られるのは、やはり何か困っている、相

談事がある、どうしたらいいかわからないと

いう、そういうことで足を運んでいただける

ということだと思います。そのことで町民の

皆さんにぞんざいな扱いをするということ

は、まことに許されないことだと私も思って

おります。

特に今回は自治基本条例もできました。こ

れは職員にもう一回読み返してほしいのは、

この町の自治は、主人公はやはり住民の皆さ

んであるということを高々とうたっているわ

けであります。また、分権社会に向かってい

くという中で、町民の皆さんと手を組まない

とまちづくりができないと、行政だけででき

るのかと。多分、恐らく難しい時代に入って

くると思います。そこで、やはり住民の皆さ

んとしっかり向かい合って、住民の皆さんの

力をかりてまちづくりをしなければいけない

という中に御指摘のようなことがあると、私

も日ごろ言っていることですのでまことにつ

らい思いがあるのですけれども、まだまだで

きていない部分あると思います。

今後においても、ぜひともそういうことを

職員に理解していただくように、理解してい

ただくというよりは理解するように、そし

て、具体的な形で町民の皆さんの前にあらわ

していくということが極めて重要だと思いま

すので、そういうことに引き続き取り組んで

いきたいと、そういうふうに思いますし、ま

た、人事については、やはり適材適所という

こともありますし、将来、美幌町を担ってい

ただく、そういうことも含めて、やはり適材

適所を含めて、将来をどう担っていただける

かということも含めて、人事を今後も進めて

いきたいと思います。

あと、お金をかけて研修してという話です

けれども、ただ研修に行って終わったのであ

れば、それはもう無駄なお金だと思います。

今は、自治大学だとかいろいろなところに

行って勉強してきているわけですけれども、

それを職場に返そうということで、研修を受

けた職員が職員向けにいろいろ働きかけをす

るだとか、そういうこともやっておりますの

で、その辺は御理解をいただきたいなと、そ
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んなふうに思っております。

○議長（古舘繁夫君） １０番宗像密琇さ

ん。

○１０番（宗像密琇君） 全くそのとおりだ

と思います。

松下幸之助も言われているように、社長の

言うことが末端まで通じれば、この企業は成

功に導かれるということをおっしゃっている

ように、今、町長の言われたようなことが末

端の職員まできちんと伝わるように、今後と

も指導していっていただきたいなと思いま

す。

これは、職員の職務といっても難しいこと

は書いていませんよね。住民の視点に立ちな

さいと、信頼関係を構築しなさいと、自分た

ちの能力の向上は自分たちで一生懸命勉強し

て向上を図りなさいと。そして機構の改革、

この中にもありますように、互いに横断的な

連携を密にしてお互いに助け合っていく方向

は住民に対する住民福祉ですと、こういう簡

単な四つの大きな柱だと思うのです。そこ

で、そういうものも含めてどうかひとつ。町

民の中にもいっぱいいらっしゃるのですよ、

役場の方に大変お世話になって本当にありが

たいことですと。でも、これが一つの束に

なっていくと、もっともっと役場の力という

のは、先ほども答弁の中にありましたよう

に、少数のもので大きな効果を発揮する、こ

れに連動していくのではないかなと、このよ

うに思いますので、私も議員として一生懸命

また勉強していかなければならないと思いま

すけれども、お互いに協力しながらいいまち

づくりに邁進してまいりたいものと思ってお

ります。

それでは、二つ目の介護福祉の充実につい

てでございますが……。

○議長（古舘繁夫君） 議員、答弁はよろし

いですか。

○１０番（宗像密琇君） よろしいです。

先ほど申し上げましたように、待てないと

いうつらさ、きょうは仕事に行かなければな

らないのだけれども、どうもじいちゃんばあ

ちゃんの調子が悪い、何とかしたいなと思っ

ても、だれも助けてくれない。ショートの場

合は、前もって頼んでおかなかったらなかな

か受けてくれない、こんなつらさもアンケー

トの中に書いてありました。また、子供が急

に熱を出したとか、子供は何とか学校に連れ

ていかなければならない。でも、じいちゃん

ばあちゃんの世話もしなければならない。こ

れは待てないのです。

今回の震災のことを表に出すわけではあり

ませんけれども、何もなくなったところで

は、これもまた大変なことなのです。我が町

は災害の少ないところへ持ってきて、本当に

住みやすいすばらしい町です。しかしなが

ら、待てないということは全国どこへ行って

も、世界じゅうへ行っても同じなのです。そ

うすると、やはり決まった予算の中で何から

優先順位を決めていったらいいのかというの

が、私はこれは町長の重大な役目だと思うの

です。

何とかこれを最優先課題として取り組んで

いっていただきたいと思うのですが、これば

かりというわけにはいかないので、そこそこ

いろいろなところに予算をつけているわけで

すけれども、しかし、先ほど申しましたよう

に、今回の東北の震災など、我々も身につま

されて、もう一度、我が町を見直してみて、

わがままは少しよそうと、我慢できるところ

はちょっと我慢しようと。そして、我慢ので

きない、待てないことを先にやっていただこ

うと、このように私は思います。何とかこの

福祉計画を成功させて、美幌へ行ったら最後

の最後まで生きていてよかったなと、本当に

美幌っていい町だなと、こう言われるような

まちづくりが私は大事かなと思うのです。

確かに、商業も農業も工業も大事です。で

も、観光のない我が町にとっては、今ざっと

調べてみても、私の想像のつかないぐらい、

あのときこんなことになるのかなと思うくら

い介護関係の施設のふえたこと。私も、数え

てみてびっくりしたのですよね。指を折って

も、五つか六つかなと思ったのですけれど
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も、これに関係しているところが約２０カ

所。この中で、今、介護をされている方、そ

れから介護福祉士、ケアマネージャーなど

と、これに関係している方が、今その２０施

設の中でどれだけ充足されているかという

と、やや９０％ぐらいは充足されているかな

と。

しかしながら、町長は先ほど答弁の中で言

われたように、これから緑の苑が民営化にな

りまして、今度、部屋の数がふえる、それか

ら個室がふえる。こうなると、今まで３人に

１人、面倒を見ていたヘルパーさん、それか

ら介護福祉士の方々は、まだまだこれは大変

な仕事になってくるわけです。その辺のこと

は、この福祉計画の中に盛り込まれていない

のです。私が見逃したのかもしれないですけ

れども、その辺町長、どのようにお考えかお

示しください。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 答弁は要らないとい

う話でありましたけれども、人材育成の関係

で、多分、今、執務をとりながら職員この

話、やりとりを聞いていると思います。そう

いった意味で、個々の職員が能力をアップし

て町民の皆さんの気持ちに寄り添っていく。

そして、それを束ねている主幹職、あるいは

部長職、これらが全体をうまく動かしてい

く。個々の職員もよくなる、そして全体とし

てよくなるということを何とか目指していき

たいなと思っておりますので、今、２９０名

ぐらいの職員がおりますけれども、本当に職

員一人一人がそういう気持ちになって、町民

の皆さんのためにという初心に返って、やは

りもう一度気持ちを、あるいは気持ちの持ち

ようをやっていただきたいと。私も、今後も

そのことをしっかりと職員には指示をしなが

ら、そういう対応ができるように何とかして

いきたいと、そんなふうに思っております。

それから、福祉、介護の関係でありますけ

れども、実は私も今回改選期に当たりまし

て、五つの基本的な目標を掲げさせていただ

きました。そのうちの一つが、健康づくりと

介護福祉の充実を図ろうということと、二つ

目には医療の充実を図りたいということで、

町民の皆さんに訴えをさせていただきまし

た。

まだまだ福祉施設が足りないと言われれば

足りないと思いますけれども、私どもの町、

冷静に見て、やはり民間の皆さんの力をかり

て、施設的にはかなり質、それから量ともに

充実してきているというのは、私はそのよう

に判断しておりますし、町民の皆さんは、い

ろいろな施設だとかそういうところのサービ

スを、質量ともだんだん整ってきた中で選択

幅が非常に広がってきたのではないかなと。

これはほかの町と比べてどうこうではなく

て、幅広い、そして厚みのある福祉施設に

なってきているのではないかなと、そんなふ

うに思っております。これは何も行政がすべ

てやってきたことではなくて、民間の皆さん

の力をかりながらここまで来たということで

ありますし、また、町民の皆さんの理解もし

ていただいているものだと、そんなふうに

思っております。

施設サービスが多くなるということは、介

護保険にはね返るということでありますけれ

ども、このことも町民の皆さんは、多少、５

００円上がることで施設が充実されるという

ことであれば御理解いただけるのではないか

なと、そんなふうに思っているところであり

ます。そうした中、施設がふえてくると、そ

こに携わる介護職員の方、いわゆるマンパ

ワーが不足しているというのも事実でありま

すし、私ども聞き取り調査をした中では、事

業所２０カ所調査をしたところ、１２カ所で

不足しているというお話も聞きました。

私どもも、介護職員を養成している北見の

教育施設にも行って、何とか美幌の施設に来

ていただきたいということも言っております

し、高等学校では置戸が福祉学科を持ってお

りますので、そちらのほうにも行ってお願い

をするというようなこともやっております。

ただ、根本的なところは、やはり介護する

方は体力を使いながら、介護をされる方をど
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う手助けするかも気を使ってやっているとい

うことで、かなりハードなことでありますの

で、国も一時、介護職員に対する処遇、待遇

をよくしようということでやっておりますけ

れども、これは介護サービスの報酬に当たる

部分なので、ぜひとも国もそういうことを引

き続き充実するために、そういう政策をぜひ

とっていただくように、私のほうからも機会

があれば声を上げていきたいと、そんなふう

に思っております。

○議長（古舘繁夫君） １０番宗像密琇さ

ん。

○１０番（宗像密琇君） 先ほど私が申し上

げたことが気になったので、質問させていた

だいております。

確かに、計画もおくれてきたがために前が

詰まってきたと、これは否めないなと思うの

です。でも、これは今、町長の言われるとお

り、民間の活力はすごい勢いで、確かに町の

やることとはるかに違うなと、私も見させて

いただいております。

どちらがベターなのかということは、それ

は比較にならないわけで、行政がやる場合は

行政の利点もありますし、民間でやる場合は

民間の利点がありますけれども、本当に皆さ

ん一生懸命やっていただいております。

今、町長の言われたことで、後ほどお尋ね

しようと思っていたのですが、本当に大変な

仕事なのですね。ところが、時給といえば、

ヘルパー２級で最低なのです。７００円いか

ないのです。まして、この２級ヘルパーを取

るのには約１０万円ぐらいかかるのです。９

万七、八千円と言っています。しかし、それ

に北見までの交通費等々を合わせて、それか

ら時間を割いて行く、大変な作業の中で受け

られるのですが、どうもいまいち就職に飛び

込んでいけない。これは、やはり所得の低さ

なのです。これを何とか、このきつい仕事に

見合っただけの報酬を考えていただきたい。

今、町長、国という話が出ましたけれど

も、この福祉計画をつくるに当たっては、こ

れをつくらなかったらなかなか国の支援を得

られないという土台づくりをやっているわけ

で、しかし、これは１００％かなえられると

は言い切れないわけで、国は財政難の折りに

もう少し辛抱してもらいたいなんていう話が

あれば、町長として何かお考えがあれば示し

ていただきたいなと思いますが。支援策とし

て。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 支援策もなかなか難

しいのですけれども、待遇改善の前に介護職

員になる方の養成をどうするかという問題で

ありますけれども、今、北見というお話があ

りました、時間もお金もかかるというような

ことで。以前、厚生企業組合だったですか、

ヘルパー養成をやっていただいた時期もあり

ました。

それで、今、この美幌町で何とかできない

かというようなことで、一部、職業訓練校み

たいなものも美幌にあるので、そういうとこ

ろでメニューとしてどうかというようなお話

もさせていただいているので、できればこの

町で養成できれば一番いいと思いますけれど

も、それは最初の２級ヘルパーぐらいまでし

かなかなかできないと思いますので、介護福

祉士になるとまた違う機関につなげるような

こともしながら、やはりマンパワーを育成し

ていかなければいけないと思っております。

介護職員の方の処遇をどうするかというこ

とでありますけれども、これはあくまでも介

護サービスを提供して、介護報酬の中で決め

られることですので、我々が手出しなかなか

できない部分があると思いますけれども、何

らかの形で、今、養成を含めて手だてできれ

ば、そういう道もあるのかなと思いますけれ

ども、直接的に町が報酬に対して何かをする

というのはなかなか難しい話だと思いますの

で、一義的にはやはり国の制度の問題であり

ますので、そういうところに訴えをしながら

養成もしっかり、この町でできるようなこと

を何とか考えていきたいと。

いずれにしろ、いろいろな仕事を行政とし

てはやらなければいけないということであり



－ 57 －

ます。最初に議員おっしゃったように、いろ

いろな事業を重点化、あるいは集中化、そし

て選択化して、時代に合うようなところにお

金をかけていく。その大きなものは、やはり

高齢者の皆さんがこの町でどうやって、手助

けが必要な人に手を差し伸べられるか、健康

な方は健康でずっといていただけるかという

ところを、やはり我々、重点集中選択して施

策を展開していかなければいけないと、そん

なふうに思っております。

○議長（古舘繁夫君） １０番宗像密琇さ

ん。

○１０番（宗像密琇君） そこで、マンパ

ワー育成の件でありますが、町長も美幌町で

何とかできないかというような話もありまし

たけれども、私もそうするべきかなと思って

います。そういうところで協力してくれると

ころがあればいいかなと思います。

また、伺っているところによりますと、各

事業所あたりも、もう足りなくなる寸前で、

今、充足しているけれども、もう目の前に足

りないのだということで、何とか支援は考え

ますということも言われております。という

のは、簡単に言いますと、約１０万円ぐらい

かかるものを町で何ぼか補助して、また、事

業所も働きながらやっていただけるのであれ

ば、その分の補助もしましょうというような

話も伺っております。そういうふうに事業所

と町が力を合わせてマンパワーの育成に前向

きに進めば、それこそ１０万円もかからない

で、２万円か３万円で取れるようになれば、

積極的にそこで働いてみようかなと思う方も

あらわれるでしょうし、今回、美幌高校も統

合されて、今後の就職ということも中に含め

て、美幌町で研修できるようなところがあれ

ば、積極的にアプローチしたら、子供たちの

中にも、私は将来そういう仕事についてみた

いなというものが出てくるようにも思います

ので、そういう見地からも大変重要なことだ

と思いますので、ぜひその方向で進めていた

だきたいなと、このように思いますが。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） これは最初の人材育

成ともちょっと絡むと思いますけれども、何

も踏み出さないで、何もしないということで

はなくて、職員としては私を先頭にそうだと

思うのですけれども、いろいろな発想だとか

工夫をして、どうできるかというところをま

ずやってみるということが極めて重要だと私

は思っております。その発想だとか工夫がど

うできるかという職員の能力アップが、最初

に言われたいろいろなところで研修させると

いうようなことだと思いますので、できない

なんていうことは最初に頭をよぎるようで

は、多分これは住民の皆さんの期待に全くこ

たえられないと、そんなふうに思っておりま

すので、多少失敗することもあるかもしれま

せんけれども、前向きに努力した結果の失敗

ではなくて、前向きに住民の皆さんが何を求

めているのか、そのことで住民の皆さんに喜

んでいただけること、そういうことをしっか

りできるような職員を育てていきたいし、特

にこれから、今、高齢化率が３０％を切って

おりますけれども、多分これから先、３人、

２人、１人ということで、最終的には肩車型

になるというのがはっきり見えてきているわ

けですから、人口構成自体がもうワイングラ

スみたいな形になっていますので、そういう

ことを頭の中に入れて、これからのまちづく

りはどういうところに視点を当てていかなけ

ればいけないかということは、やはり高齢

化、少子化、人口減少化、このことをしっか

り頭に描いて、いろいろな発想、工夫をして

いかなければ住民の皆さんの期待にこたえら

れないと思いますので、そういう発想で養成

であるとかそういうことについても、ほかの

部門についてもしっかりとできるようなこと

をしていきたいと、そんなふうに思います。

○議長（古舘繁夫君） １０番宗像密琇さ

ん。

○６番（宗像密琇君） 町長、私の原稿を見

られているのかなと思うぐらいに上手に答え

ていただけているのですけれども、やはり人

材育成、これが雇用促進につながって、また
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我が町の発展にもつながってくると、私はそ

う確信しているのです。ぜひそのような方向

で進めていただきたい。

先ほども申しましたけれども、この福祉計

画、この中に、高齢者の方々のアンケート、

これがびっちり載っているのです。これをぜ

ひ職員の皆様方に読んでいただきたい、全員

に読んでいただきたい。今、町民は何を考え

ているか、何を欲しているのかというのが全

部これに載っているのです。第３期と第４期

をあわせて、このアンケートの中に、確かに

わがままもいっぱい入っています。でも、こ

の中をぐっと凝縮した場合に、町民の皆さん

は何を今欲しがっているのか、これがエキス

になって入っていますので、ぜひこれを職員

の皆様方に読んでいただきたい。特に、民生

部のグループの方々にはこれをぜひとも読ん

でもらいたい。そうすると、必ず連携という

ものが生まれてきて、お互いに福祉に対する

気持ちがわいてくるのではないかなと、この

ように思います。

普通にさらっと見ただけでは、これはただ

アンケート調査を、ワープロを打つ人、印刷

する人、これを部長、主幹に届ける人、下の

人がつくっただけというのでは、これは何も

ならないわけで、そうしているとは言ってい

ません。ぜひこれに目を通していただいて勉

強していただいたら、みずから、私たちはこ

れから何をしなければいけないのだというこ

とが見えてくるのではないかなと思います。

いろいろお尋ねしてまいりましたが、最後

に一つだけ。きのうも坂田議員のほうから大

目玉を食らったような話もありましたけれど

も、施設にはいろいろな方が入所されており

ます。そこで介護をなさっている方々は大変

な仕事をされているわけです。この人たちの

ケアをどうするのか、何とかこの人たちの心

をケアしてあげたい、何かいい方法はないか

なと今模索しているのですが、私が旭川の療

育園へ行ったときに、あそこは重度心身障が

い児を抱えて、すばらしい施設を見学させて

もらいました。

この中の介護をなさっている方々の休憩

室、これを見学させていただきました。こっ

ちから向こうまでやっと見えるかなというぐ

らいの広い休憩室です。そこに、ソファーの

上に暖かい布団をずっと敷き詰めて、こたつ

も用意して、隣の人の声が聞こえないぐらい

の間隔でゆっくり休める場所がある。それを

見たときに、そこの理事長さんは、こうやっ

て心を落ちつかせたりストレスを解消させる

ためにいろいろ考えておりますと言われてお

りました。すばらしいことを考えているなと

感心したものであります。

そうとは言えなくても、何らかの形で各施

設、それから民間のところもいろいろな努力

をしていると思いますけれども、何か別な形

で心のケアができればいいかなとも思ってい

ますけれども、何かお考えがあれば。なけれ

ば、またこれから考えるということであれ

ば、お答えいただければありがたいなと思い

ますが。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） アンケートのお話が

ありました。これはきのうもちょっと話題に

なりましたけれども、公営住宅の中でもアン

ケート調査をとって、いろいろな意見をいた

だいております。本当に心の叫びみたいなと

ころも随分書かれていると思いますけれど

も、アンケートも重要でありますし、やはり

我々は町民の皆さんと向かい合って、生の声

をしっかりと受けとめるということが極めて

重要ではないかなと。空気も読めますし、い

ろいろな意味で向かい合うといろいろなこと

がよくわかるのではないのかなと思います。

アンケートもそうですし、生の声も積極的

に、職員も私を先頭に住民の皆さんと向かい

合うようなことを今後もしていきたいと思っ

ております。

それから、介護に当たっておられる職員の

方、この方々は物すごい、我々どころではな

い高い志を持って、目的意識もはっきり持っ

てその職についておられると思います。そう

いう意味では、我々は本当に気持ちから、利
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用した方々を含めて我々も本当にありがたい

という思いを伝えることがモチベーションを

保てるのではないかなというような思いをし

ております。

処遇、待遇の問題ももちろんあると思いま

すけれども、素直にありがとうだとか助かり

ましたという言葉をかけることが、そういっ

た大変な仕事をされている方にとっては心に

響くことではないかなと思っております。

いずれにしろ、きのう話題になった公営住

宅もそうですし、冬の除雪の問題もそうです

し、我々高齢化に向かってやることがたくさ

んあります。だから、そういうことを何もか

も、あれもこれもではなくて、これとこれだ

けはしっかり何年以内にやるとかということ

を目標を立てなければ、全部をやるというこ

とは不可能だと思いますので、そういう視点

で今後も取り組んでまいりたいと、そのよう

に考えております。

○議長（古舘繁夫君） １０番宗像密琇さ

ん。

○１０番（宗像密琇君） 行財政改革が始

まって久しいわけですけれども、議員も減ら

し、町の職員も減らし、一生懸命走ってきて

いますけれども、まだまだやれることはいっ

ぱいあると思いますけれども、私も一生懸命

努力してまいりたいと思いますので、ひとつ

また町のほうとも協力をしながら進めてまい

りたいと思いますので、今後ともまたよろし

くお願い申し上げたいと思います。

これで質問を終わらせていただきます。

○議長（古舘繁夫君） 以上で、１０番宗像

密琇さんの一般質問を終わります。

暫時休憩をいたします。

再開を１１時１０分といたします。

午前１１時００分 休憩

────────────────

午前１１時１１分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

一般質問を行います。

８番岡本美代子さん。

○８番（岡本美代子君）〔登壇〕 私は、さ

きに通告してあります２点２項目について質

問させていただきます。

１点目、峠の湯についてです。峠の湯への

交通の確保について質問させていただきま

す。

急速な高齢化は全体の人口を減少させてい

ますが、高齢者数は増加しており、高齢によ

りみずから運転免許証を返上するなど、移動

制約者、交通弱者の増加をもたらし、買い物

難民などの言葉も使われています。町内で

は、峠の湯に行きたくても交通手段がないの

で行けないという声を聞きます。

峠の湯は、平成８年の開業以来、町内施設

の中では１日の利用者数が最も多い施設では

ないかと考えます。温泉の持つ健康づくりに

対する効果も大きなものがあり、一人でも多

くの方に利用していただくためにも、市街地

から峠の湯までの交通手段を検討すべきでは

ないかと考えます。

過去に、市街地から峠の湯までバスの試験

運行をした経過があり、利用者数は少数で

あったとのことですが、その結果も踏まえて

お考えをお聞かせください。

２点目、福祉行政についてです。その中の

公共施設に赤ちゃんの駅の取り組みを。

今、町なかに赤ちゃんの駅を設ける自治体

がふえているとのことです。赤ちゃんを連れ

ての外出時の突然のおむつ交換や授乳場所が

見つからない、ミルク用のお湯がないなどの

悩みを解決しようという子育て支援策の一つ

として、公共施設を提供している自治体の取

り組みが広まっているとのことです。町内の

方や町外者、旅行中の方でも利用していただ

くために、赤ちゃんの駅の旗を上げ、広く利

用を呼びかける取り組みです。

美幌は子育て支援、特に赤ちゃんのための

事業として、妊婦さんへの安心のために、妊

婦エントリーネット１１９の取り組みがなさ

れています。また、誕生した赤ちゃんのため

には、絵本を贈るブックスタート事業、おむ

つを捨てるための有料ごみ袋をプレゼントす
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るエントリーサポート１２０事業の取り組み

がなされ、赤ちゃんの誕生を町全体で見守り

喜びとするような事業をされています。

全国的に長期化している少子化には大きな

解決策はなく、町内の人口減少も歯どめがか

からない現状ですが、公共施設に赤ちゃんの

駅の旗を掲げることで、子育てを社会全体で

見守り応援する町としてのメッセージにもな

ると考えますので、お考えをお聞かせくださ

い。

以上、２点質問させていただきます。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 岡本議員の

質問にお答えをいたしたいと思います。

初めに、峠の湯についてであります。

峠の湯への交通の確保についてであります

が、峠の湯の開設に伴い、平成８年より阿寒

バスが、美幌駅前から峠の湯までの区間につ

いて１日３便の運行を行ってきましたが、峠

の湯線の利用者の減少や運行による不採算の

問題などにより、平成２１年３月で運行休止

となっております。

御質問の市街地から峠の湯までの交通手段

を検討すべきではないかとのことであります

が、町では平成２０年度より国土交通省の補

助を受け、市内循環バスなどの実証運行に取

り組んでおり、温泉施設の峠の湯などへの交

通アクセスについて検討し、平成２１年１０

月１日から１０月３１日までの１カ月間、美

幌駅から峠の湯までの区間について、通常の

古梅線に２便を増便し、１日４往復の実証運

行を行ったところであります。

その結果、１カ月における利用者は２４人

となったところであり、峠の湯を利用する多

くの方は自家用車での利用となっていること

から、峠の湯までのバス運行効率からいって

難しい状況であると判断しているところであ

りますので、御理解願いたいと思います。

次に、福祉行政について、公共施設に赤

ちゃんの駅の取り組みをについてであります

が、赤ちゃんの駅設置事業は、東京都板橋区

が平成１８年に開始し広がりを見せている子

育て支援事業で、乳幼児を抱える保護者が外

出時に気軽に立ち寄り、授乳やおむつ交換な

どができる施設を赤ちゃんの駅として自治体

に登録し、その存在を広く周知するととも

に、設置を促すことにより、安心して外出を

楽しめる環境づくりを推進し、さらには、社

会全体で子育てを支援する意識を醸成するこ

とを目的としております。

美幌町では少子化の流れを緩和し、次代の

社会を担う子供たちが健やかに生まれ育つ環

境を整備するため、平成１６年３月に、平成

１６年度から２１年度を計画期間とした美幌

町次世代育成支援行動計画前期計画を策定

し、子供と親と地域が育つ子育てが楽しいま

ちづくりに取り組んでまいりました。

この計画に基づき、妊婦エントリーネット

１１９、ブックスタート、エンゼルサポート

１２０のほか、平成１８年度から第二子以上

の出産を控える方が妊婦健診を受ける際、養

育しているお子さんを保育する妊婦健診時一

時預かり事業、平成２２年度からは町内に出

産施設がないことにより、妊婦家庭にかかる

負担を軽減するため、町外の医療機関におい

て妊婦健診を受けた場合、町が交通費を負担

するプレママサポート１４及び平成１６年度

から町立国保病院産婦人科が休診になったこ

とに伴い、有償ボランティアとして、乳児を

持つ母親の母乳相談などに取り組んでいる母

乳育児相談室「ピア」に公共施設を無償貸与

するなど、町民等の御意見、御要望を踏ま

え、多様な子育て支援を実施しております。

その結果、美幌町の出生数は昭和６０年か

ら減少が続いておりましたが、平成２１年１

５３人、２２年１８６人と前年比３３人の増

加となり、１人の女性が一生の間に生む子供

の数の指標とされる合計特殊出生率は、平成

２１年において全国で１.３４人、全道では

１.１９人、美幌町は１.４３人と全道、全国

よりも高い数値になっており、さらに２２年

は、全国は１.３９人、全道では１.２１人、

美幌町は１.７９と増加傾向にあります。

今後においても、平成２２年度から２６年
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度までを計画期間とする美幌町次世代育成支

援行動計画後期計画に基づき、子育て支援を

町の重要課題と位置づけ、積極的に取り組ん

でまいります。

御質問の公共施設におけるおむつ交換など

ができる施設は、しゃきっとプラザ、コミュ

ニティセンター、国保病院、図書館、博物館

にあり、このほか民間施設では、大型スー

パーなどにも設置されておりますが、赤ちゃ

んの駅設置事業については、現在、北海道に

おいても検討されている状況を踏まえ、利用

者の意向や生活実態などに基づき検討してま

いりたいと考えております。

以上、御答弁をさせていただきました。よ

ろしくお願いをいたしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） それでは、御答弁

いただきましたので、峠の湯の交通のほうか

ら再質問を行っていきたいと思います。

高齢化によって体に自信がなくなったりし

て、私の周りにも、免許はあっても車に乗ら

なくなった方が何人もいます。それでも家に

だれかが運転をする方がいて、その方々が乗

せていってくれるというふうになれば、それ

は本当にいいのですけれども、例えば独居の

方、自家用車を持たない方への対応というの

が、きのうからいろいろ聞いていましたら、

これからの住民の足の確保というのは本当に

重要な問題だなというふうに聞いています。

先ほどの優先順位ではないのですけれども、

本当に地域で生きていくためには大切なこと

の部分になるのではないかなと思っていま

す。

優先順位ということで、温泉に行くという

ことがどれほどの優先順位かということもあ

るかもしれませんけれども、町長が会長で立

ち上げている地域公共交通活性化協議会、こ

の五つある基本的な方針の中の１点目とし

て、ここに、お年寄りに優しく平等で持続可

能な郊外公共交通体系の構築という項目があ

ります。また、２点目としまして、身近にス

ポーツ、レクリェーションを楽しむことがで

きる新たな公共交通の確保とあります。私

は、高齢者にとって、高齢者とは限らないの

ですけれども、温泉を楽しむということが大

きなレクリェーションの一つであり、楽しみ

であるというふうに考えています。答弁の中

で、現状は自家用車の方がほとんどだという

ことなのですけれども、市街地から離れてい

るために車の人しか行けないというのが、私

は現状ではないかなというふうにとらえてい

ます。

それで、答弁の中で、平成２１年１０月１

日から１カ月間、美幌駅から峠の湯まで通常

の古梅線に２便を増設して、１日４往復の実

証運行を行った結果は、利用者が２４人で

あったとのことなのですけれども、この実証

実験の中で、私もそれは見せていただきまし

たけれども、これは１カ月なのですけれど

も、時間帯はどうだったのか。それは利用し

やすい時間帯だったのか。それから、美幌駅

から古梅までの基本路線、ちょっと変わった

ところはありましたけれども、基本路線のみ

に魅力がなかったのか、住宅街を走ることで

はないということです。それと、周知はどう

だったのかというふうに考えますので、まず

この点を２回目の質問とさせていただいて、

お聞きしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 時間帯等について

は、後ほど担当のほうから説明させていただ

きますけれども、岡本議員おっしゃったよう

に、やはりすべてのところに行ければこれに

こしたことはないと思いますけれども、そん

な中でいろいろな実証を重ねたり、試験的に

走らせて、その中で選択をし、そしてほかの

ところでより多くの方が必要性を求めている

ときに重点化していくと。最大公約数とまで

はいきませんけれども、やはり我々の仕事と

しては公約数を求めていかざるを得ないとい

うことでありますので、決して実証も何もし

ないでいかないということではなくて、いろ

いろなことをしながら判断をさせていただい
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たということであります。

○議長（古舘繁夫君） 住民活動主幹。

○住民活動主幹（丸山俊夫君） ただいまの

御質問でございますが、まず、時間帯につき

ましては、１日４往復、合計で１カ月間の実

証運行の中で４８便運行しておりますけれど

も、４往復の中で利用された方につきまして

は、３便目の美幌駅１４時２８分発の峠の湯

１４時４８分着、それと峠の湯１５時４０分

発の美幌駅到着１５時５９分の乗車を利用し

ている、こういう状況でございます。

それと、周知につきましては、町の広報、

あるいはホームページ、それと公共交通のパ

ンフレット、あるいは地域、関係自治会等の

説明会を実施しまして周知を図っておりま

す。

それと、路線の関係でございますけれど

も、峠の湯行きの路線につきましては、美幌

駅から出発しまして新町１丁目、ずっと国道

を上がりまして北２丁目、青山へ行きまして

美園団地入り口、基線、それと基線の１号、

２号、３号、４号線を通りまして峠の湯の路

線ということでございます。路線につきまし

ては、国道を通るような形で路線の設定をし

ているということでございますので、御理解

を願いたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） 時間帯です、これ

は私も見たのですけれども、自分でぱっと見

ても２時２８分発駅前、これが一番現実的だ

ろうなというふうに思いました。それに乗っ

ていって、着いて、それでおふろに何時間ぐ

らい入って帰りの便はということになると、

１５時４８分、これが現実的な、行って帰っ

てくる滞在時間とかを考えた中では、この辺

ぐらいだなというふうに自分でも押さえてお

りました。 実証運行で、先ほど町長の答弁

にありましたように、すべてのところに手が

届くということにはならないかもしれません

けれども、この実証運行でさえも人が一日生

活していて、おふろに行きたくなるような時

間、そして暗くなる前にちゃんと帰ってく

る、女の人だったら御飯仕度の前に帰ってく

るとか、そういうこともいろいろ考えた中の

実証実験だったのかなというふうに私は、そ

れと過去に通っていた便が、いろいろ御苦労

されてやっていることとは思いますけれど

も、どれほどおふろへ行くということに対し

て現実的なものであったのかなというふうに

私はとらえております。

今、ワンコインバスが町の中を走ってい

て、これも当初、本当に乗る人が少なくて、

私も町の中にいますので、必ず何人乗ってく

れているかなというふうにぱぱっと数えるく

せがついているのですけれども、当初本当に

乗っていなかったのですけれども、このごろ

そういう交通に不便を感じている方が多く

なったのか、それともやはり周知ですね、長

年取り組んでいることによって周知が徹底さ

れているということで、利用度が上がってい

るというふうに思っています。

路線などは、駅前から国道を通って峠の湯

までなのですけれども、きのうのワンコイン

バス、こっちにも来てください、あっちにも

来てくださいということで、先ほど町長が答

弁なさったように、本当に自分の家の前に来

れれば一番いいのですけれども、なかなかそ

うはいかない。でも、町の中を縦に１本上

がってきて峠の湯に行くよりも、何便かあっ

て、その中でワンコインバスのように、ある

程度の路線がもっと細分化されれば、もっと

利用度が多くなるのではないかなというふう

に思っていますし、おふろに行くということ

は、大体幾らぐらいの交通費を使うのかと

か、そういう現実的なこともこれから考えて

いかなければならないなというふうに思って

います。

峠の湯びほろは、漢方のお湯、これはどこ

でも今やっているところはありません。お湯

が高くつくということで、漢方の湯はなかな

かあちこちに見えなくなりました。そして、

障がい者専用の浴室もあります。また、周辺

にパークゴルフ場もあります。何といっても
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年間１０万人の方が利用しているという施設

です。高齢者を初め、町民の健康づくりと触

れ合いという交流の施設であるというふうに

私は位置づけています。

そしてことしは、懸念されるところは、７

月、８月、改修工事が入って長期休業するこ

とになっております。年間１０万人以上の入

浴者数を今まで維持してきましたけれども、

私はことし、７月、８月ですね、本当に入浴

という、温泉施設としては最も稼ぎどきとい

うのですか、そういうときに休業するという

ことは、入浴者数減に大きく影響が出るので

はないかなというふうに考えています。

峠の湯は指定管理者制度をとっていますけ

れども、これからの運営状況なども懸念され

るところなのです。この辺についても関係し

ますので、町長のお考えがあればお聞きした

いと思います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） きのうも公共交通を

どうするのだという話がありました。実証し

てということでありますので、何回も繰り返

しになりますけれども、やはり全部回れれば

一番いいと思います。ワンコインもいろいろ

な要望があります。団地に行っていないとこ

ろもあります。それはきのうも話しましたよ

うに、約５０分間で回していかなければいけ

ないというようなこともありまして、いろい

ろな細かいところの路線に入っていけば一番

いいのでしょうけれども、冬の対応だとか除

雪の対応で、バスが大型で細かく回れないと

かいろいろな制約があって今の形になってお

ります。

何よりも、やはり地域の方々が、周辺も含

めてですけれども１０万人ほど今来ていただ

いています。圧倒的に多いのは、バスが走っ

ていないから車になっているのか、車で行く

からバスが少ないのか、ちょっとその辺はわ

かりませんけれども、いずれにしろ実証しな

がら、今、町では町営バスだとか福祉バス、

スクールバス、あるいは近隣の市町村を結ぶ

路線バスも走らせております。きのうもお話

しさせていただいたように、全体で５,００

０万円ほど毎年バスにかけているということ

であります。そういった意味で、やはり選択

と集中、重点化というのは極めて重要だと思

いますので、その辺、町民の皆さんで、御理

解いただけるところは相乗りも含めてやって

いただいて、本当に福祉というところの視点

で物を言うと、もうちょっとやることがほか

にもありますので、そういうところに集中的

にまずはお金をかけていきたいと、そんな思

いであります。

１０万人というと、多分、道内の公営温泉

の中では、宿泊施設の伴わない公営温泉の中

ではトップクラスだと思います。これは本当

に、今、指定管理者でやっていただいている

方の御努力が、物すごい努力をしていただい

ているという結果だと思いますし、あそこの

峠の湯自体は単に温泉だということではなく

て、議員おっしゃるように交流の場であると

いうことでありますから、バス以外のことで

もしっかりできることはやりたいし、長くも

たせたいと、そんな思いであります。

それで今回、改修も屋根の部分、ああいう

形の屋根なものですから、どうしても屋根中

心に湯気が上がって不都合が出てくるという

ことでありますから、１０万人の方が引き続

き利用していただけるように、また多くの方

に利用していただけるように、施設の改修等

についても意を払っていきたいと、そんなふ

うに思っております。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） １０万人は来てい

るけれども、今の町長の答弁ですと、なるべ

く福祉、優先順位ということもありますけれ

ども、望みが少ないのかなというふうに聞い

ていましたけれども、相乗りといっても本当

に難しいことがあります。そして、峠の湯の

健全経営ということも中には入ってくるので

はないのかなというふうに思っています。

これは地域交通、きのうから５,０００万

円出しているという話がありますけれども、
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本当にこれから大変なことだろうと思います

けれども、庁舎内でもここに関することは、

総務、民生部、経済部、住民活動グループと

いうふうに部とかグループを超えて、町民が

一人でも多く峠の湯に行けるような方法をこ

れから考えていただきたいというふうに思っ

ています。

先ほど町長がおっしゃいましたように、宿

泊もないのにこれだけたくさんの方に来てい

ただいているということは、これはやはり町

に温泉をというふうに、町民の大きな夢をか

けて、そしてそれが実現した形だというふう

に思っています。これから一人でも多くの方

が楽しめるということも非常に大きなことで

はないかなというふうに思っていますので、

ぜひ交通ということを今後も模索していただ

きたいと思っています。

この問題で最後にもう一度、町長の答弁を

お聞きしたいと思いますし、もし、峠の湯を

管轄する経済部として何か見解があればお聞

きしたいなと思っていますので、よろしくお

願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（平野浩司君） 峠の湯につきま

しては、本当に１０万人を超える方が利用い

ただいていると。そういった中で、岡本議員

が非常にそれを重視いただいて、ＰＲをいた

だくという形では本当に感謝を申し上げたい

というふうに思っております。

その中で、どうしてもことし改修をせざる

を得ない、そういう意味では大震災のことも

ありまして、春先すぐに改修をしたくて、一

番いいとき、ですから夏場の多く入るときを

ずらしたいという思いもありましたけれど

も、残念ながらずれ込んでしまったというふ

うに考えています。

ただ、その間、何もしないのかというとこ

ろが一つポイントで、確かに温泉は入れない

けれども、あの施設としては使えるところが

あると。そういうことでは、今、管理してい

ただいている東京美装の方々、それから私ど

ものスタッフとして、それをいかにつなぎと

めるかというよりも、そこに来てもらえるか

ということはいろいろ検討しているところで

ございます。

それから足の確保、言うならば、これは採

算性と人数との関係なのですけれども、先ほ

ど町長がお話しさせていただきましたけれど

も、バスが来ればたくさん来るのか、それと

も自家用になるか、その辺の分析もあるので

すけれども、地域交通の部分とは、私ども経

済部としてちょっと線を引きたいというふう

に思っています。今までのデータを見る限

り。ただ、あそこに人を、希望される高齢の

方を連れていく方法ということはいろいろ考

えられると思うのです。だから、この辺をす

べて行政にという部分では、担当としては、

ちょっとそういう考え方はどちらかというと

否定的な考えを持っております。

ですから、昔は公共サービスをすべて行政

サービスができるという時代もありました。

今はそうではなくて、行政サービスの限られ

る部分があるので、その分、言うなら隙間を

どう埋めていくかという部分でいけば、先ほ

ど言う公共交通ではなかなか難しいというの

であれば、本州などでやっているところで、

地域の人たちが週に１回車を出してという、

こういう言い方をすればなかなか難しい部分

もあるのですけれども、そこへ連れていくと

か、方法はいろいろ考えられると思いますの

で、経済部としてはいろいろ可能な限り前向

きで、今、来ていただける数が減らないよう

な努力、また、高齢の方が来ていただける努

力はしたいというふうに考えております。

よろしくお願いします。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） あそこの位置も含め

て、つくり、温泉の質、それに２４３の国道

に面している。そして、美幌峠に続く道路の

前にあるということで、非常にロケーション

的にはいいと思います。あれに一手間加えれ

ば、また多くの方が利用されるのかなと思い

ながら、そういう空想をしているところなの

ですけれども、いずれにしろ今の段階ではな
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かなか難しいというのが現実だと思いますの

で、状況によってはまた検討してまいりたい

と思いますけれども、今の状況の中では、き

のうから言っておりますように、一つの団地

まで実証的に、今、回してやっておりますけ

れども、その人たちもかなり以前からお年寄

りが多くて、なかなかバスに頼れないという

ような状況もありますので、そういうところ

をやはり優先して回していかなければいけな

いだろうと、そんな判断に立っていますので

御理解をいただきたいと、そのように思いま

す。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） それでは温泉の問

題で、本当にたくさんの方に今来ていただい

ていますし、あの施設は前にスタンプ事業や

何かでも使わせていただきましたけれども、

交流の場としての大きな場所がありますの

で、もっともっとそういうところに足を運ぶ

という、先ほど部長がおっしゃったように、

足を運んでいただくということが重要ではな

いかなというふうに思っています。

改修中もいろいろ考えているようなので、

そこに期待をしていきたいと思っています。

また、町長の答弁で、今の段階では非常に

難しいということだったのですけれども、私

は毎日でなくてもいいと思いますし、例え

ば、月の上旬とか中旬、下旬に分けて地区割

りをしてもいいと思いますし、何かそういう

ふうにいろいろ知恵を出すことによって、

もっと交通の便をよくしてあげることができ

ないか、もっともっと知恵を出してもいいの

ではないかというふうに思っていますので、

これであきらめたわけではありません。今後

とも取り組んでまいりたいと思います。

次に、赤ちゃんの駅のほうに入っていきま

す。

○議長（古舘繁夫君） 答弁ここでいただか

なくてもいいですか。

○８番（岡本美代子君） はい、いいです。

赤ちゃんを連れての外出は、本当に大変だ

というふうに思っています。私の経験を話さ

せていただけば、父が札幌医大に入院して、

まだ６カ月ぐらいだったと思うのですけれど

も、子供を連れて汽車に乗って見舞いに行っ

たのですけれども、そのときに、帰りの汽車

でおむつを交換したくなったのです。でも、

汽車は４人がけのところに４人座っていまし

たので、もうおむつをかえなければならない

のはわかっているけれども、その場所がな

い。そういうときに、私は週刊誌を買って、

出入り口のほうに行って、その週刊誌を破っ

て子供を寝せるところをつくっていたので

す。そうすると、ここでもいい、とりあえず

おむつを交換しなければならないといったと

きに、私のそういう行動を見ていた年配の男

性が後ろから来て、私が寝かせようとしたと

きに、そこではなくて、いいからもう車両の

中で取りかえなさいと言っていただいて、私

はその車両の中で、４人がけのところを２人

ぐらい立っていただいて、おむつを交換した

経験があります。

その経験のときに、赤ん坊を連れて出かけ

るのは本当に大変だということを店先でお母

さん方に話していて、だから赤ん坊を連れた

人には私は親切にしてあげるよというふうに

結んでいたのですけれども、ことしになって

から全国紙の読者の声の欄のところで、新聞

紙上でこういうやりとりがありました。電車

の中で乳母車を畳め、畳まないと危険だと

か、周りが迷惑をするという意見。そして、

子供を持つお母さん方は、畳んで子供を抱い

て片方手がふさがっているから、それは大変

だ、畳まないでそのままでいさせてください

という、新聞紙上で読者の声のやりとりが

あったのです。そういうことを見ていて、子

供が育てにくいところなのだなと。

それは都会のことかなというふうに私は考

えていました。今は車の時代になりましたの

で、より多くの方が、先ほどの峠の湯のこと

ではないですけれども、車で移動する時代に

なりました。美幌には、そういうことは現実

的ではないのかなというふうに考えていまし
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たけれども、それから町を歩く乳母車を押し

ているお母さんに聞いてみました。何人かに

聞いてみましたら、何か困ることはどういう

ことですかというと、やはり一番最初におむ

つを交換するところに苦労しているのですよ

ということを言っていました。車や何かだっ

たらいいのですかと言うと、旅行をしていて

も、やはり車の中で取りかえるよりは、ベ

ビーシートの上で取りかえてあげたいという

ふうにおっしゃっていました。例えば、赤

ちゃんのマークですとか、ここで取りかえて

いいですよというマークがあれば、本当に気

軽に利用できるのではないかというお話もさ

れていました。

答弁にもありました、美幌町の次世代育成

支援に関するニーズの調査の中で、子連れで

も出かけやすく楽しめる場所をふやしてほし

いという声を持っているお母さん、これは就

学前の児童を持つ親の７４.９％の方が希望

しているということです。どこにでも小さな

子供を連れていける環境づくりが大切である

というふうに私は考えています。

先ほど答弁の中で、しゃきっとプラザとか

図書館、博物館とか、トイレにベビーシート

がありますよというところを出していただい

たのですけれども、これを見ましたら、ここ

で赤ちゃんのおむつ交換もできます、お湯も

差し上げますという一番近いところは、やは

り私はしゃきっとプラザではないかなという

ふうに思っています。あそこには小さな子供

さんが集う場所もあって、本当にいつも子供

たちが来ていていいことだなというふうに

思っています。

この赤ちゃんの駅の事業には、余り大金を

かけなくても取り組めるということもありま

すし、授乳室までなくても、ミルクのお湯を

あげる、電気ポットなどがあれば現実的なの

だと思いますけれども、これを広めていって

いただきたいというふうに思っています。

先日、道新に、これは道の事業として取り

組んでいるというふうな記事がありましたの

で、これは道のほうからこういうことに何か

取り組みなさいとか、補助があるとか、そう

いうことがあればお聞かせ願いたいと思いま

す。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（馬場博美君） 前段の赤ちゃん

の駅につきましては、現在、御質問で町長の

ほうから御答弁させていただいたとおり、公

共施設内においても赤ちゃんの駅、ベビー

シートを含むものがあります。これは４カ所

あります。そのほかの答弁でも書いています

けれども、民間によって大型スーパー、特に

シティーさんとかツルハさんにもそういった

おむつ交換をする場所があります。そういっ

たことで、赤ちゃんの駅も全部網羅されたと

いうのがしゃきっとプラザでありますけれど

も、部分的に民間施設におむつ交換をする場

所があったり、授乳室があったりというとこ

ろがある現状であります。

そういう中で、道の、今、御質問されまし

た情報なのですけれども、あくまでこれは新

聞情報でありまして、道に確認するとまだ決

定したわけではないということで、あくまで

も新聞報道の中では、これに対する補助も含

めて１件当たり３０万円というふうに出てご

ざいますけれども、そういった活動に向け

て、カーテンあるいはドアのある授乳室をつ

くったり、おむつ交換をするベッドを無料に

するなどについて登録すれば、１件当たり３

０万円の予定の報道がされてございます。

まだ道から通知が来ていませんので、特に

しようがありませんけれども、そんな情報が

あるところでございますので、よろしくお願

いしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 部長、今、答弁の中

で、公共施設４カ所、５カ所。

民生部長。

○民生部長（馬場博美君） 大変失礼いたし

ました、公共施設については５カ所でござい

ます。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） ３０万円の補助と
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いうのがどこに来るかも余りはっきりしてい

ないということなのですけれども、そういう

情報にめざとくしていただいて、ぜひ取り組

んでいただきたいと思っています。

答弁にありましたように、平成２０年に１

４６人、平成２１年で１５３人、平成２２年

では１８６人が生まれて、２１年よりも３３

人ふえているということなのですけれども、

本当にこれは喜ばしいことだというふうに

思っています。

これでざっと計算しましても、少子化とは

いいながら、おむつをするのは大体生まれて

から３歳弱だと思うのですけれども、ざっと

見積もっても５００人くらいのおむつをする

子が町内にいるということも含めましたら、

それくらいの数になるのかなというふうに

思っています。合計特殊出生率も、平成２２

年は美幌は１.７９ということですけれど

も、これは本当に大変喜ばしいことだと思っ

ていますし、いろいろな取り組みの結果もあ

るのかなというふうに思っています。

今、子供を生む方々の世代が団塊ジュニア

の方々で、少子化対策のとき、私も１回この

議会でやらせていただいたのですけれども、

少子化に歯どめをかけようと思うと、そう長

い年数はかけられないというふうなことを聞

いたことがあります。やはり団塊の世代プラ

ス二、三年後の親たちが生んだ子供たちが結

婚し、子供を生む時代は、そう長くはないよ

というふうなことで、そんな中で美幌の出生

率が上がったということは本当にいいことだ

と思っています。

学校の問題なども含めましても、子供が少

ないということが本当にいろいろなところに

波及してきて、高校の間口とかそういうとこ

ろでも本当に苦労しましたので、美幌の取り

組みがある意味評価されたのではないかなと

いうふうに思っています。

そして、これは今回、赤ちゃんの駅の取り

組みは公共施設にというふうに私は言いまし

たけれども、先ほど大型店などでも持ってい

るところがあるよというのですけれども、Ａ

ＥＤのときもそうでしたけれども、最初取り

組むのは公共の施設が取り組む。そして、そ

れがずっと町の中に波及して、住民の命を考

えた大型店などもＡＥＤを置くようになった

というふうに考えています。

先ほども言いましたけれども、道の予算が

つけば一番いいのですけれども、ここまでで

きるということでは、おむつはかえられま

す、お湯だけはあげられますというような

シールや何かを出せて、お母さん方を一日も

早く安心させたいと思いますし、美幌に母子

手帳をもらいに来たときに、美幌町内の赤

ちゃんの駅のマップなどを一緒に渡せること

があれば、本当にお母さん方は地域に守られ

ながら子育てができるということで安心する

のかなというふうに思っていますので、最後

に町長の考えをお聞かせいただいて、私の質

問を終わらせていただきます。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 道も新聞に出ていま

したけれども、まだ具体的な内容を示されて

いませんけれども、登録制度で美幌にこうい

うものがありますよということで、旅行者の

方であるとかそういう方が利用できれば、積

極的に登録制度の中に登録していくというこ

とも考えてみたいと思いますし、こういった

ことは脚光を浴びる前から、私どもしゃきっ

とプラザをつくったときにそういう施設も設

けています。

また、このしゃきっとは、もうちょっとＰ

Ｒをさせていただければ、人工的な排泄をす

る方の対応型のトイレもつくっていますの

で、ぜひこれはホームページにも載せるべき

だと、おむつをかえるのもそうですけれど

も、人工的な排泄機能をやむなくされる方に

ついては、旅先でもできるところとできない

ところがあると非常に不便をかけるというこ

とでありますので、このしゃきっとにはそう

いう施設もありますので積極的なＰＲもして

いって、ぜひこの町に来てそういうこともで

きるということの中で、いろいろな楽しみだ

とかそういうこともしていただければと思い
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ますので、できる限りのことはしていきたい

と思います。

○議長（古舘繁夫君） 以上で、８番岡本美

代子さんの一般質問を終わります。

暫時休憩をいたします。

午後からの再開を１時１５分といたしま

す。

午前１１時５８分 休憩

────────────────

午後 １時１５分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

一般質問を行います。

２番大江道男さん。

○２番（大江道男君）〔登壇〕 私は、既に

通告しております３点について、以下、質問

いたします。

これは、いずれも町民のセーフティーネッ

トを構築すると、こういう視点から質問をし

ております。

最初に、町営住宅家賃の減免制度について

であります。

ことし５月、生活保護基準以下の収入であ

る複数の世帯が町営住宅家賃減免申請を行お

うといたしましたが、町から該当しませんと

申請自体が拒否されております。

そこでお聞きいたします。町営住宅管理条

例第１７条では家賃の減額を定めております

が、その内容は、入居者または同居者の収入

が著しく低額であるときでありますが、これ

は具体的には何を指すのか。町営住宅管理条

例施行規則第１１条との関係で御説明をいた

だきたいと存じます。

二つ目には、事務を所管する建設グループ

の見解は、年度途中で突発的に収入が激減し

た場合以外は減免ができないということであ

りますが、これだと条例に言うよりも、上位

の内規があるということになってしまいま

す。そういう内規があるのかどうか、確認を

いたします。

２点目は、国民健康保険の医療費減免につ

いてであります。

第１に、国民所得の減少、生活苦などか

ら、全国的に各医療機関で生活困窮を理由と

する医療費未収金がふえております。国も実

態調査の結果を発表しています。

美幌町内の各医療機関における医療費未収

金の発生状況及びその中で生活困窮を理由と

する割合はどのようになっていますか、お伺

いいたします。

二つ目は、平成２２年９月１３日付厚生労

働省保険局長通知への対応についてでありま

す。この保険局長通知は、医療費未収金問題

の解決のために、一昨年、全国３０自治体で

モデル事業を実施した上で、国民健康保険法

第４４条に基づく医療費本人負担の減額、免

除に関する最低基準を発出したものでありま

す。

美幌町として、この通知を受けて、一部負

担金の徴収猶予及び減免に関してどのように

具体化をされたのか伺います。

第２に、被保険者への通知が求められてお

りましたが、具体的にはどのようにされたの

か伺います。

３点目は、全国の自治体では生保基準の

１.２倍など、減免に当たって独自の上乗せ

基準を設定するなど、創意的な取り組みが見

られるところであります。また、国が定める

入院のみならず、通院についても対象とする

など、美幌町独自の取り組みも今求められて

いるというふうに感じますが、これまでの検

討の経過、今後の見通しをお示しいただきた

いと存じます。

３点目であります。美幌町地域防災計画の

見直しについてであります。

１点目は、町内各避難所の耐震基準適合状

況と未達成の施設についての耐震補強、ある

いは改修計画はどのようになっていますか伺

います。

２点目は、障がい者などが支障なく避難で

きる、いわゆる福祉避難所が確保されていな

いというふうに承知をしております。当町の

規模で必要とする十分な福祉避難所の整備の

見通しをお示しいただきたいと存じます。
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３点目は、町の地震の想定規模は道の計画

に基づいて、最大で北海道東部の規定で、マ

グニチュード８.２５となっておりますが、

東日本大震災発生以後、規模の見直しが全国

で求められているところであります。

美幌町の地震規模の想定も見直しが迫られ

ているのではないかと思いますが、お示しい

ただきたいと存じます。

以上、１回目終わります。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 大江議員の

質問にお答えを申し上げます。

議員御質問の公営住宅の家賃減免申請が非

該当として取り扱われた件につきまして、詳

細に調べた結果、本件の申請に対応した職員

が減免制度の一部について誤った解釈をした

ために、非該当として処理したものでござい

ます。

議員御指摘のとおり、本件におきましては

減免の該当要件を満たしており、減免の適用

を受けることができるもので、こうした事態

を招くこととなったこと、そして、このたび

の不適切な対応により、申請に来られた方に

大変御迷惑をおかけし皆様に不信感を与えて

しまった点について、まことに申しわけなく

心よりおわびを申し上げます。

なお、今回の件につきましては、御指摘の

条例に優越する家賃減免取扱規程は存在せ

ず、職員の判断ミスによるものであります

が、行政職員としてあってはならないことで

あり、単に担当者の間違いで済ますことな

く、グループ内における連携や問題意識のな

お一層の醸成に努め、二度とこうしたミスを

引き起こすことのないよう、今後、全職員に

対し厳しく指導に当たってまいりますととも

に、各グループ内の危機管理意識を徹底し、

再発防止に全力を尽くし、町民皆様との信頼

関係の回復に向け努力してまいる所存でござ

います。

今後、本件を教訓としまして、公営住宅の

減免制度を適正かつ迅速に処理することは無

論のこと、公営住宅の役割と機能を十分果た

せるよう心を引き締め、使命感を持って適切

に対処してまいります。

なお、申請されました方の申請事務につき

ましては、御本人への謝罪と経過報告を行

い、御理解のもと過日終了しておりますこと

を御報告し、重ねて心より深くおわびを申し

上げ、御答弁とさせていただきます。

次に、国保の医療費減免についてでありま

す。

まず、町内各医療機関の医療費未収金発生

状況等についてでありますが、御質問にある

とおり、国では平成１９年６月に医療機関の

未収金問題に関する検討会を設け、平成２０

年７月に検討結果の報告書を公表しておりま

す。その報告書の中で、医療費未収金額につ

いて、全日本病院協会などで構成する四病院

団体協議会により、平成１７年に調査した金

額が報告されていますが、厚生労働省の解釈

では、国保法第４２条に規定するとおり、保

険医療機関と被保険者との間における債権債

務関係とされております。

これらのことから、保険者が保険医療機関

の医療費未収金額を知り得ることができない

ことを御理解願います。

次に、平成２２年９月１３日付厚労省保険

局長通知への対応についてお答えいたしま

す。

一つ目の一部負担金の徴収猶予及び減免の

具体化については、厚労省からの通知を受

け、国の基準に基づき、被保険者からの相談

に対応をしております。

二つ目の被保険者への周知については、今

後において保険証や前期高齢者受給者証の更

新時、広報、ホームページで周知してまいり

たいと考えております。

三つ目の町独自の減免基準の上乗せについ

てでありますが、町民負担の公平と国保財政

の健全化を図る中で、現段階では困難と考え

ますが、今後において現行の減免基準の見直

しに向け、国等へ要望してまいりたいと考え

ております。

次に、美幌町地域防災計画の見直しについ
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てでありますが、美幌町地域防災計画は平成

７年に発生した阪神・淡路大震災を契機に、

災害対策基本法の抜本的な改正を受け、一般

防災、地震防災、水防と大きく三つに分け、

災害の予防、災害が起きた場合に災害を最小

限にするための予防対策、災害発生時の初動

体制、情報収集、災害弱者対策、ボランティ

アの活動などの応急対応について、平成１３

年１０月に全面改正を行い、北海道の承認を

受けたところであります。

その後は、停電情報の提供などの軽微な変

更を行っておりますが、今後見直される国の

防災基本計画とあわせて、現行計画の課題や

避難指示を速やかに行える体制、避難を呼び

かける職員らの安全確保の配慮及び避難所の

防寒対策などの見直しを行う予定としており

ます。

屋内避難所としている施設は、町内に２３

施設を指定しておりますが、建築基準法の改

正により、震度５強程度の中規模地震で軽微

な損傷としていた旧基準から、震度６強から

７程度の大規模地震でも倒壊は免れる強さと

する設計基準となったものであり、新耐震設

計基準の施行より前に建築確認、着工された

町民会館、コミュニティセンター等の７施設

も含まれております。

しかし、今後は想定を超える大地震の発生

時にも対応できるように、町民の安心と安全

のため、計画的に避難所の耐震診断調査及び

耐震補強を図ってまいりたいと考えておりま

す。

災害時における福祉避難所につきまして

は、町内にある民間の３施設を福祉避難所と

して、福祉施設避難所の設置運営に関する協

定を締結し、一般の避難所での生活が困難な

要援護者の避難援護に対応できる体制を整備

しているところであります。また、現在指定

している一般の避難所においても、福祉避難

所として利用可能な施設の把握を行い、物

資、機材、職員体制などを整えることによ

り、福祉避難所として機能することができる

よう整備を進めてまいります。

災害時における福祉避難所を必要とする要

援護者については把握していない状況であり

ますが、現在整備中の災害時要援護者支援計

画により、想定される災害ごとの要援護者の

把握を行い、必要な福祉避難所の整備及び確

保を図りたいと考えております。

美幌町の地震防災については、過去の地震

及び北海道地域防災計画に基づいて、北海道

東部地震の規模をマグニチュード８.２５と

想定し、美幌町の震度を５弱から５強と想定

して策定しているところであります。

国においては、４月に中央防災会議を開催

し、有識者による専門調査会を新設して、地

震の被害想定など再検討を行い、秋をめどに

国の防災基本計画に反映されることとなって

おります。

防災対策基本法では、防災基本計画に基づ

き、都道府県地域防災計画に抵触することな

く、市町村地域防災計画を作成することと

なっていますので、今回見直しされる津波や

大規模地震の防災対策をもとに、美幌町地域

防災計画について見直しを行う予定でありま

す。

以上、答弁をさせていただきました。よろ

しくお願いをいたしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 順次、再質問させて

いただきたいと存じます。

一つは、町営住宅家賃減免制度についてで

あります。

町の減免規定運用の誤りがあったと答弁で

お認めになりました。美幌町営住宅管理条例

第１７条（１）号は、入居者または同居者の

収入が著しく低額であるときと表現されてお

りますが、私も、北海道、東京都などの条

例、全国の主な都市の条例の減免規定を調べ

ました。部分的に入居者に限定した表現か、

入居者または同居者と表現しているか、若干

の違いはありますが、しかし、基本となる収

入が著しく低額であるときとの部分は全く相

違がありません。恐らく国の標準条例案を、

４７都道府県、１,８００余りの全市町村が
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同一の表現をしているというふうに思いま

す。

念のため私は、北海道庁や管内各市に問い

合わせを行い、その結果、入居者の収入が一

時的であるか恒常的であるかを問わず、現に

著しく低額であるか否かによって減免の判断

が下されておりまして、今回、美幌町の建設

グループによる運用の誤りは、恐らく全国で

初めてではないか、このように思っておりま

す。同時に、美幌町建設グループは、収入が

恒常的に生活保護水準以下である場合は、公

営住宅の家賃減免規定の適用ではなく生活保

護での救済を求めるべきだと、こういう踏み

込んだ判断も示されたところであります。そ

こで、この点についても公営住宅法の解説を

読んで確認をいたしました。

ここに国土交通省の担当者が書いた公営住

宅法逐条解説がございます。ここで、家賃の

減免と生活保護との関連についてあります

が、このように言っております。生活保護制

度の存在を前提にしつつ家賃算定基礎額は設

定されているが、生活保護基準以下の収入し

かない入居者について、生活保護制度によっ

てすべて対応すべきとの考えに立つものでは

ない。家賃の減免と生活保護が異なる手続や

基準の違いがある以上、両制度が相まって入

居者の居住の安定が図られるべきであること

から、生活保護受給決定を待つことが不適当

な場合には減免を対象とするということで、

法をつくった担当者が地方に基準をこのよう

に示しているわけであります。どの点から見

ましても、美幌町の運用の誤りは明確であり

ます。

そこで伺います。答弁は、今回の申請受理

の際、初めて減免規定の適用を誤ったと、そ

ういう内容でありますが、過去にさかのぼっ

て調査した結果、過去には減免規定の運用に

誤りはなく、今回初めて誤った運用を行った

という結論ですか。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） １回目に答弁させて

いただいたように、全くのミスであるという

ようなことであります。ミスというよりは、

プロとして本当に恥ずかしい限りでございま

す。改めましておわびを申し上げたいと、そ

のように思います。

セーフティーネットととらえてもいいと思

いますけれども、社会保障制度の一つとして

生活保護制度があるということでありますの

で、例えば公営住宅の減免ができないからそ

ちらのほうにということではなくて、別々の

制度であると、そのように私は理解しており

ます。

公営住宅も、基本的には住宅に困る方、い

わゆる所得制限などを設けておりますので、

一定の水準以下の方が公営住宅に入居してい

ただくというシステムでありますので、全く

議員おっしゃるとおりだと私も思っていると

ころであります。

過去の例の中でどうだったのかということ

については、担当のほうから答弁をさせてい

ただきたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 副町長。

○副議長（染谷 良君） 私からは、まずお

わびを申し上げたいと思います。

町長の答弁でもありましたように、私ども

の職員の判断ミス、運用を誤ってしまったと

いうことで、申請をされた方、あるいは関係

者の方に大変御迷惑をおかけしたと。また、

その後、それを修正できるチャンスがあった

わけでありますが、その機会も逸してしまっ

たということで、不信感を関係者の皆様に増

幅させる結果となってしまったこと、本当に

関係者の皆様に改めておわびを申し上げたい

と思います。

大江議員が今御指摘のとおり、減免できる

ということは全くそのとおりでございまし

て、その取り扱い、現担当のスタッフの中で

は間違った解釈をしていたということでござ

います。

昨年におきましても、居住者、申込者との

中でそういうやりとりがあったわけでありま

すが、現在そういう解釈でできないという判

断をしたケースが１件ございます。それにつ
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きましても、今後この制度について法的にや

るかやらないかというよりも、どこまで適応

できるのかだとか、そういったことも十分把

握をして適切な対応に当たっていきたいと、

このように思っております。

詳しくは、建設水道部長のほうより御答弁

させていただきたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） このたびの

不適切な対応につきまして、申請に来られた

方、大変御迷惑をおかけしました。

部内のチェックができないなど、行政に対

する信頼を損ねたことを心よりおわび申し上

げます。

過去にさかのぼりまして、担当の者、過去

の経験者にすべて聞いたところによります

と、このような間違ったケースをしたことは

ありませんということでございます。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 美幌町営住宅管理条

例施行規則第１１条との関係で、さらにお伺

いいたします。

減免の対象となるものの状況がここで記載

されていますが、公営住宅法施行令第１条第

３号に規定する収入、いわゆる政令月収と言

われておりますが、美幌町の場合、２万円以

下の場合は家賃を６割減ずるとなっておりま

す。これは、一般の人にはなかなか計算でき

ないので、年収に換算すると幾らなのかお示

しいただきたいと思います。

また、政令月収が３万円以下、４万円以

下、５万円以下、６万円以下と５段階の刻み

となっております。６万円以下の場合は、規

定家賃の２割を減ずるという中身であります

が、政令月収６万円とは年収に換算すると幾

らになりますか。できれば年金生活者、勤労

世帯、母子家庭の三つのモデルでお示しいた

だければありがたいというふうに思います。

○議長（古舘繁夫君） 住宅建築主幹。

○住宅建築主幹（佐藤 修君） お答えを申

し上げます。

月収２万円以下の場合につきましては、例

といたしまして、年金生活の高齢者御夫婦で

７０歳以上の場合でございますが、年収１９

２万円が月の収入が２万円というふうに換算

されるところでございます。あと、月収６万

円以下の場合につきましては、年金の年収が

２４０万円ということで、６万円ということ

になるところでございます。

もう一つは、世帯主、妻、子供１人の場合

につきましては、２万円以下の場合につきま

しては、給与収入が１６６万８,０００円未

満でございます。同じく月収６万円以下の場

合は、給与収入２３７万４,０００円未満と

いう場合になります。

もう一つ、母子の３人ということで、お子

さんがお二人いる場合につきましては、２万

円以下の場合は給与収入が２０７万４,００

０円未満でございます。月収６万円になる場

合には、給与収入が２７５万８,０００円未

満という形になります。

以上でございます。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 今、お示しいただき

ました年収は、美幌町は毎年把握をしている

中身であります。

そこで、先ほど担当部長から、誤った運用

は今回限りであって、調べたが過去にはない

と、こういうことであり、そうであればいい

なというふうに思っています。

そこでお聞きいたします。公営住宅家賃の

減免対象となる一番収入が大きい場合で、政

令月収６万円以下の収入となりますが、この

収入の世帯は、公営住宅、借り上げ住宅、改

良住宅全体の中で何件ありますか、あるいは

何％ありますか。分母となります総戸数は、

２１年度決算時点では８２３戸、この中に政

令月収６万円以下とカウントされる戸数は幾

らあるのでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 住宅建築主幹。

○住宅建築主幹（佐藤 修君） お答えを申

し上げます。

政令月収６万円以下の人数でございます

が、４９７名でございます。ただし、生活保
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護を受けられている方が１０３件ございます

ので、それらを引きますと対象者は３９４

人、約６３％でございます。

以上でございます。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） ３９２ということで

あります。そういたしますと、これは１０月

１日時点の収入を必ず入居者に申告をさせ

て、毎年の家賃額そのものはここで決まると

なりますが、減免に該当する方が減免を申請

するということになりますと、定期的な年に

１遍の報告とはまた違って、減免のための申

請を、半年なのか１年かは別にいたしまし

て、必ずやらなければ継続反復した減免には

なりません。そうなりますと、それは調べれ

ばすぐわかる話というふうになります。

美幌町文書取扱規程によりますと、公営住

宅の家賃の決定、変更に係る文書は永久保存

されているかと思います。平成８年に現在の

家賃決定方式、いわゆる応能応益家賃となっ

ておりますが、美幌町の減免規定も実はその

時点から運用が開始されているというふうに

思います。

過去にさかのぼって、条例１７条（１）号

による減免実績を、言葉ではなくて資料でお

示しいただきたいと思います。議長にお取り

計らいをお願いしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 今、大江議員のお尋

ねの書類は、会期中につくることはできます

か。今すぐ用意できるものですか。

建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 過去に、９

年からうちは条例できていますけれども、さ

かのぼってする分については、今、確認して

お答えしたいと思います。

先ほど言いました３９２は３９４というこ

とで、件数ですね。それと、影響の部分の、

今言った３９４についての２３年度について

は、減免をどれだけするかということについ

ては３,９３９万５,０００円ということで、

平成２３年度の当初予定の調定額１億６,８

７２万４,１００円に関しますと、２３.３５

という形の部分で調べていますので、過去に

さかのぼって全部そういう部分というのは、

会期中にできるかどうかというのは調べまし

て回答させていただきたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 私の持ち時間は４時

１５分までということであります。それで大

変大事な確認行為になりますので、意味がわ

からない部分もありますので、とめていただ

けませんでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 暫時休憩いたしま

す。

午後 １時４６分 休憩

────────────────

午後 ２時５５分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

─────────────────────

◎議会運営委員長報告

○議長（古舘繁夫君） 先ほど、議会運営委

員会が開かれましたので、委員長からその結

果について報告を求めます。

１２番吉住委員長。

○１２番（吉住博幸君） 休憩中に議会運営

委員会を開催しましたので、その内容につい

て報告いたします。

先ほど大江議員の一般質問において、町に

対して資料要求があり、約１時間の休憩をと

りましたが、資料提出にいましばらく時間が

必要とのことであります。

このため、本日の一般質問はここで中断

し、第２日目の議事はここで延会といたしま

す。

なお、明日、第３日目は大江議員の一般質

問から行うこととし、一般質問終了後は議案

審議に入ることといたしました。

以上、議会運営委員会の報告といたしま

す。

─────────────────────

◎延会の議決

○議長（古舘繁夫君） お諮りいたします。

２番大江道男議員の一般質問の途中であり
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ますが、議会運営委員会委員長の報告どお

り、本日の会議はこれで延会いたしたいと思

いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本日の会議はこれで延会する

ことに決定いたしました。

─────────────────────

◎延会宣告

○議長（古舘繁夫君） 本日は、これで延会

します。

午後 ２時５７分 延会
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